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環境配慮から新たな価値を生み出すオフィス

Q2. 3.    対応性・更新性（庇上の空調機械スペース、庇内ダクト）

LR1.1.    建物の熱負荷抑制（庇の深い外装、Low-Eガラス）

LR1.2.    自然エネルギー利用（3つの吹抜による自然採光･自然換気、外気冷房、庇による外光利用）

LR1.3.    設備システムの高効率化（ERRの向上、照明昼光･人工センサー、LED照明）

LR1.4.    効率的運用（BEMS、省エネルギーみえる化、竣工後実体調査）

LR3.1.    地球温暖化への配慮（LCCO2削減）

CASBEE評価 省エネルギー性能 
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外周部庇と３つの吹抜け

ヒダのあるセンター吹抜けヒダのあるセンター吹抜け

公園より川を望む西側立面公園より川を望む西側立面 サブ吹抜サブ吹抜

公園と川を望むバルコニー公園と川を望むバルコニー

＜新たな価値を生み出すオフィス＞

IT企業の本社。都内5箇所、約6000人の社員を統合したオフィス

である。建物の環境負荷を大幅に削減しつつ、社内外のコラボ

レーションを活性化し新たな価値を生み出すオフィスを目指した。

＜庇・大きなフロアプレート・3つの吹抜け＞

庇を各階の外周全面に設置して、報務空間への直達日射をコント

ロール、庇上を空調機置場、メンテナンスバルコニー、リフレッ

シュバルコニーとして利用した。庇により、春夏秋期の報務空間へ

の直達日射の侵入を防ぎブラインドを利用することなく報務可能と

し、外光の最大限の利用を可能とした。また空調機を外周部に設置

することで、大容量の外気冷房が可能で中間期の空調エネルギーを

大幅に低減した。且つ連続する水平庇は、陰影のある日本建築的な

外観を生み出すとともに、ボリューム感の低減、および近隣との

視線干渉の緩和の効果をもたらし、周辺環境との調和に貢献してい

る。眺望の良い公園側には42ｍワイドのバルコニーを設置してリフ

レッシュのスペースとした。基準階は将来に対する冗長性確保、

社員コミュニケーションの誘発のため敷地に対して整形最大の

約100m×55mの平面を確保。センターコア部分には大小3つの吹抜け

を配置し自然換気および排気に利用すると共に全フロアを動線・

視覚的に連結している。センター吹抜は複雑に入り組んだヒダの

ある形状として人が集まり、各階のアクティビティを瞬時に感じ取

れるリフレッシュコミュニケーションスペースとした。

＜庇寸法形状＞

庇の出寸法は方位ごとにPAL値削減率を算出することで決定し、

西面約3.5ｍ、南北東面約2.5ｍとした。庇はプレキャストコンク

リートに防汚タイプのフッ素塗装として耐久性に考慮。庇内部を

メインダクトスペースとして利用している。建物外周部への大梁は

ハンチタイプとしてダクト梁貫通を中止して空内側へのダクト設置

を容易として将来のダクト増設、移設への冗長性を確保した。

＜庇上に設置した空調機械スペース＞

外部となる庇上に空調設備スペースを配置。冷媒管、ドレイン

管、予備配管等の空調エネルギー系を建物外周部にまとめること

で保守メンテ・更新性を向上。空調機から上記庇内ダクトにて

各スパンごとに空調空気をサプライ・レタンすることで外気冷房

運転を含む多様で効率的な空調システムとした。

＜全風量外気冷房システム＞

外気冷房対応として、全熱交換器内蔵空調機を各階8つにゾーニ

ングし各方位の屋外バルコニーに分散設置した。これにより外気

を直に空調機に導入し空調機全送風量での外気冷房を可能とした。

室内に供給した外気はセンター吹抜・サブ吹抜・換気ボイド

から屋外へ排気。尚各吹抜に設置されている換気窓・ダンパーは

自動開閉制御になっている。また雨天時や強風時など換気窓を開

けられないような場合でも空調機に装備している全熱交換器用の

換気ファンを利用し空調機で給気・排気を完結する外気冷房を行

うことが可能。これは小部屋での外気冷房対応も可能としてい

る。更に本システムでは室内エンタルピと外気エンタルピとの比

較による外気冷房可否の判断を各空調機毎で行ない、より細分化

した外気冷房システムの運用が可能となっている。外気冷房によ

り削減したエネルギーは、外気冷房運転時間とともにCO2削減効

果としてBEMSで蓄積及びグラフ化して画面表示し「省エネルギー

の見える化」を行い、省エネに対する意識を高めている。

屋外空調機設備スペース廻り屋外空調機設備スペース廻り

センター吹抜の環境効果

コミュニケーションスペースとして機能するセンター吹抜けコミュニケーションスペースとして機能するセンター吹抜け

センター吹抜気流シュミレーション

中間期における自然換気

自然光を取り込むVOID

コミュニケーションを誘発
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